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年間予定、活動報告の内容の充実を！！
　各間税会においては、大きな行事である通常総会等も無事終了し、関係者一同ホットしている時期かと思います。

　事務局では、「kanzeikai」のドメインを使用している各間税会のホームページについて、記事の掲載状況を確認しておりますが、間税会によって、ほとんど準備ができていないものや最近の記事が掲載されていないものど、かなりのばらつきが見られます。ホームページの内容充実と更新作業を指導・推進している立場にある事務局長としては、残念に思います。やっていただくのは皆様方です。ご協力をお願いたします。

　繰り返しになると思いますが、ホームページは会員や一般の人に見てもらえなければ何の価値もありません。また、一度閲覧してもらった人に、こんないいお知らせや面白い活動報告が載っている、こういう税に関する情報が掲載されているといったことから、また見てみようと思ってもらえる内容でないと、再度見てもらえません。

　そうならないためには、内容を最新のものに更新し、工夫を凝らしたものにしていくことが何より大切です。

　そのためには、まず「年間予定」のこまめな掲載（月に最低一度は更新を）と、主要な会議・行事が終了した後に必ず「活動報告」記事を掲載していくことが第一と考えます。「活動報告」は、（目次的意味を持つ第2画面の）小さな写真とタイトル・サブタイトル・５～6行の文章でひとつの記事にまとめ、行事等を撮影したもののうち生き生きした感じの写真数枚を下位ページに掲載します。写真はオプションサイズを600から700に縮小して掲載します（かなり大きな画面の写真になります。）。
できれば、写真にコメントを入れます。写真の下部へのコメントの入れ方は、次の写真のタイトル部分にコメントを入れて、その後にスペースを2行入れます（次の写真のタイトルを前の写真のコメントに使うわけです）。こうすると、コメントのほかに、写真と写真の間に2行分の間隔が空いて見やすくなります。
今回推奨しているホームページは、専門業者に依頼することなく、各間税会のホームページ操作担当者が更新していけるようにパターン化されている点に大きな利用価値があります。何しろ、材料さえあれば、その場ですぐに内容の更新ができるのですから、最新状態に保つことは難しくありません。

この利点を生かして、あなたの間税会のホームページをあなたが更新していくのです。賀詞交歓会や定時総会は活動報告記事とするのに適した行事です。まだ掲載していない会にあっては、ぜひこの活動報告記事の掲載をやってください。「案ずるより生むが易し」。難しくはありません。とにかくやってみましょう。
ホームページの本格稼動が未だの所へは出張指導をしております。遠慮なくどうぞ電話をしてください。03-3437-0201（sano@kanzeikai.jp）

